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 １．はじめに 

本研究は、淡水魚であるメダカの光走性（光刺激に対して一定方向に移動する行動）につい

て、光に対するメダカの反応を、観察に基づいて明らかにし、効率的な捕集方法の提案を行

い、本研究を自然環境下でのメダカの研究に役に立てることを目的とする。魚類の光走性に

関する研究は主に海水魚で盛んである。メダカの光走性については、論文によって正である

とも⁽⁶⁾季節によっては負であるとも⁽⁷⁾言われている。また、光走性を示す要因として、先

行研究より、摂餌説（光に照らされた餌を視認することで、摂餌のために光に寄っていくと

いう考え方）、好適照度説（いずれも魚には好む明るさがあり、その明るさの層に集まると

いう考え方）、成群説（たまたまライトの近くにいた群れの一個体が光に照らされることで、

群れの他の個体に認識され、集合することで結果的に光源に反応して光に寄っているような

行動を示すという考え方）などが挙げられている⁽⁵⁾。昨年までの研究により、メダカは光

源に対して約１分間忌避反応を示し、その後光源に寄ることが示唆された(実験１)。そこで

私たちは、メダカがこのような対光行動を示す理由を明らかにしたいと考え、追加で実験を

行った(実験２、実験３、実験４)。 

 

２．実験 
 

実験１ (2021年８月～2022年３月) 
 

目的 
 メダカに光走性があるかどうか、調べることを目的とした。 

 

方法 

(1)メダカを暗環境に慣らすために、メダカが入った水槽を暗室に移動し、１時間放置し
た。 

(2)サイリウムライトを水槽に浸けた。(５分間) 

(3)10 秒毎にライトに寄っているメダカの数を確認した。 

 

メダカは、すべて雄で、12 匹を実験に用いた。なお、実験期間中にメダカが死んだときに

は、メダカを新たに導入し、12 匹にしてから実験した。今回の実験ではメダカの個体差は考

慮しないこととした。 

サイリウムライトは、光量約 30 ㏓のものを用いた。 

 ライトに寄っているメダカとは、水槽を縦に半分で区切った線(図１において示した白線)

よりもライトの方(図１では白線の左側)にいるメダカのことをいい、それを目視で確認する

こととした（図１）。 

 メダカがライトに寄っている時間は、50 ％以上のメダカが初めてライトのある方に寄

ったときから、ライトの方にいるメダカが次に 50 ％を下回った時までと定義した。 

ライトを入れていないとき、暗室でも明室でも、メダカが水槽の特定の箇所に好んで群れ

ることはないと、実験前に確認した。また、光をつけていないサイリウム棒に対して、メダ
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カが向かっていったり避けて行ったりすることはなかった。(10 秒ごとに数えた、棒のある

ほうにいたメダカは 6.09 匹、棒のないほうにいたメダカは 5.91 匹だった。なお、このデ

ータは、15 分間の観察を３回行って得たものである。） 

水槽は、縦約 30 ㎝,横約 60 ㎝,高さ約 20 ㎝のものを用いた。 
実験中のサイリウムライトの位置を図２に示す。                

                               
図１ 水槽の様子（横から） 

        

             図２ 水槽の様子（上から） 

 

結果・考察 

 メダカは光源を認識すると、実験開始から約１分間光源から離れたのち４分間、全体的に

光源に寄っていく傾向がみられた。（図３） 

        

             図３ ライトに寄ったメダカの割合（ 0:00～5:00 ） 

 

実験開始から５分間でメダカがライトに寄っていく傾向がなくなるようにも見て取れたが、
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データ数が少なく、実験開始から５分経過以降のデータもとっていなかったため、次の実験

ではデータを取る時間を 15 分間に延長した。 

 

実験２ (2022年４月～2022年８月) 
 

目的 

 メダカの光走性が、実験開始から５分経過以降も持続するかどうか、調べることを目的とし

た。 

 

方法 

(1)メダカを暗環境に慣らすために、メダカが入った水槽を暗室に移動し、１時間放置し
た。  

(2)サイリウムライトを水槽に浸けた。 (15 分間) 

(3)10 秒毎にライトに寄っているメダカの数を確認した。 
 
 

メダカは、すべて雄で、12 匹を実験に用いた。なお、実験期間中にメダカが死んだときに

は、メダカを新たに導入し、12 匹にしてから実験した。今回の実験でも、メダカの個体差は考

慮しないこととした。 

サイリウムライトは、光量約 30 ㏓のものを用いた。 

水槽は、実験１で用いたものと同じものを用いた。 
メダカがライトに寄っているか否かの定義や、データの分析の仕方は、実験１と同様にし
た。 

 

結果・考察 

実験１と同様、メダカは約１分間ライトのない方に寄っていき、その後、約 11 分間ライト

のある方に寄った(図４)。 

 

         
 

図４ ライトに寄ったメダカの割合（ 0:00～15:00 ） 

 

 最初の１分間を除いて、メダカはライトのあるほうに集まる傾向を見せた。このことか

ら、メダカには本来、正の光走性があるといえるだろう。 

ここで、実験開始後の１分間において、メダカが光を忌避する反応を見せたのは、 30 ㏓
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の光量がメダカのとって過剰な刺激であったためであるという仮説が立つ。 

以上のことを確かめるため、次の実験では、光量がより小さいサイリウムライトを用いて

実験２と同様の実験を行った。 

 

実験３ (2022年８月～2023年３月) 

 

目的 

 実験１及び実験２において、メダカが光源認識後にしばらく光を忌避する反応を見せたの

は、光刺激がメダカにとって過剰であったためなのかどうか、調べることを目的とした。 

 

方法 

(1)メダカを暗環境に慣らすために、メダカが入った水槽を暗室に移動し、１時間放置し
た。  

(2)サイリウムライトを水槽に浸けた。 (15 分間) 

(3)10 秒毎にライトに寄っているメダカの数を確認した。 

 

メダカは、すべて雄で、12 匹を実験に用いた。なお、実験期間中にメダカが死んだときに

は、メダカを新たに導入し、12 匹にしてから実験した。今回の実験でも、メダカの個体差は

考慮しないこととした。 

サイリウムライトは、光量約 20 ㏓のものを用いた。 

水槽は、実験１、実験２で用いたものと同じものを用いた。 
 

結果・考察 

 実験開始直後からメダカはライトのある方に寄っていった。しかし、実験開始から約９分経

過後に、メダカがライトのある方に寄っていく傾向は見られなくなった（図５）。 
 

         
              

        図５ ライト（光量小）に寄ったメダカの割合（ 0:00～15:00） 

  

 光量を約 30 ㏓から約 20 ㏓にすることで、メダカは光源認識直後からライトのある方に寄

っていくようになった。このことから、私たちの、メダカが光源認識直後に見せる光に対する

忌避反応は、光刺激がメダカにとって過剰であったためである、という仮説は、支持された。 

 ここまでの一連の実験の結果から、メダカは本来正の光走性を持つが、光刺激が過剰であれ

ば、忌避反応を示すことが明らかになった。 
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 実験２よりもライトに誘引された時間が約２分間短くなったことから、メダカがライトに誘

引される時間と、ライトの光量との間に、何らかの関係があることが示唆された。 

 

実験４ (2023年４月～2023年８月) 
 

目的 
 実験１～３の結果が、成群説⁽⁵⁾に基づくものかどうか、調べることを目的とした。 

 

方法 

(1)メダカを暗環境に慣らすために、メダカが入った水槽を暗室に移動し、１時間放置し
た。 

(2)サイリウムライトを水槽に浸けた。 (15 分間) 

 (3)実験の対象とした個体が10 秒毎にライトに寄っているかどうかを確認した。 

 

 メダカは、実験２、実験３で用いた個体をそのまま用いた。実験を行う前に死んだ個体がい

たため、実験は合計９個体に対して行った。 

 実験１、実験２においてメダカが見せた、30㏓のサイリウム光に対する忌避反応が、単独の

メダカでも見られるかどうか調べるため、サイリウムライトは、30㏓のものを用いた。 

 慣れを考慮して、この実験は１個体につき１回のみ行った。 

 

結果・考察 

  結果を下表（表１）にまとめた。表中”＋”はメダカがライトのある方に寄っていたこと

を、”ー”はメダカがライトのない方に寄っていたことを表す。 

 実験開始から１分間、同じライトを用いた実験１、実験２と対比するため、ライトのある方

に寄っていることが多かった個体のデータを赤色で、ライトのない方に寄っていることが多か

った個体のデータを青色で、どちらともいえない個体のデータを黄色で示す。 

 経過時間は、実験２においてメダカがライトのない方に多く寄っていた経過時間帯を青色

で、メダカがライトのある方に多く寄っていた経過時間帯を赤色で、どちらともいえなかった

経過時間帯を黄色で示す。 

 

                表１ 実験４ 結果 

 

(分:秒) 個体 1 個体 2 個体 3 個体 4 個体 5 個体 6 個体 7 個体 8 個体 9 

0:00 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ＋ 

0:10 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ー 

0:20 ＋ ー ー ー ＋ ー ＋ ー ＋ 

0:30 ＋ ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー ＋ 

0:40 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ＋ 

0:50 ー ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー ＋ 

1:00 ー ー ー ー ＋ ー ＋ ー ー 

1:10 ー ＋ ー ー ー ー ＋ ー ＋ 

1:20 ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー ＋ 

1:30 ー ー ー ー ー ー ー ー ＋ 

1:40 ー ー ー ー ー ー ＋ ー ＋ 

1:50 ー ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー ＋ 

2:00 ＋ ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー ＋ 

2:10 ー ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー ＋ 
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2:20 ー ー ー ー ー ー ー ー ＋ 

2:30 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ー 

2:40 ＋ ー ー ー ＋ ー ー ー ー 

2:50 ー ＋ ー ー ー ー ー ー ー 

3:00 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

3:10 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ー 

3:20 ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー ＋ 

3:30 ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー ー 

3:40 ー ＋ ー ー ＋ ＋ ー ー ー 

3:50 ー ー ー ー ー ＋ ー ＋ ー 

4:00 ー ー ー ー ー ー ー ＋ ＋ 

4:10 ー ー ー ー ー ー ー ＋ ＋ 

4:20 ー ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ ー 

4:30 ー ー ー ー ー ー ＋ ＋ ー 

4:40 ー ＋ ー ー ー ー ー ＋ ー 

4:50 ー ＋ ＋ ー ー ー ー ー ー 

5:00 ー ー ＋ ー ＋ ＋ ＋ ー ＋ 

5:10 ー ＋ ＋ ー ＋ ＋ ＋ ー ＋ 

5:20 ー ー ＋ ー ＋ ＋ ＋ ー ＋ 

5:30 ー ー ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ 

5:40 ＋ ＋ ＋ ー ー ー ー ー ＋ 

5:50 ー ー ＋ ー ー ー ＋ ー ＋ 

6:00 ー ー ＋ ー ー ー ー ー ＋ 

6:10 ー ー ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ 

6:20 ー ＋ ＋ ー ＋ ＋ ー ー ＋ 

6:30 ー ＋ ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ 

6:40 ー ー ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ 

6:50 ー ー ＋ ー ＋ ＋ ー ー ＋ 

7:00 ー ー ＋ ー ＋ ＋ ー ー ＋ 

7:10 ー ー ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ 

7:20 ー ＋ ＋ ー ー ＋ ー ＋ ＋ 

7:30 ー ー ＋ ー ＋ ＋ ー ＋ ー 

7:40 ＋ ＋ ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー 

7:50 ー ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

8:00 ー ー ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

8:10 ＋ ＋ ＋ ー ー ＋ ー ＋ ー 

8:20 ー ー ＋ ー ＋ ＋ ー ＋ ー 

8:30 ＋ ー ＋ ー ー ＋ ー ー ー 

8:40 ＋ ー ＋ ー ー ー ー ー ー 

8:50 ＋ ー ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

9:00 ー ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

9:10 ー ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

9:20 ー ー ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

9:30 ー ー ＋ ー ＋ ー ー ＋ ー 

9:40 ー ー ＋ ー ー ＋ ー ー ー 

9:50 ー ＋ ー ー ー ＋ ー ＋ ー 
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10:00 ＋ ー ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

10:10 ー ー ＋ ＋ ー ー ー ＋ ー 

10:20 ー ＋ ＋ ー ー ー ー ＋ ー 

10:30 ー ＋ ＋ ー ー ー ー ー ー 

10:40 ＋ ー ＋ ー ー ー ー ー ー 

10:50 ＋ ー ＋ ー ー ー ー ー ー 

11:00 ー ー ＋ ＋ ー ー ー ー ー 

11:10 ー ー ー ＋ ー ＋ ー ー ー 

11:20 ー ー ー ＋ ー ＋ ー ー ー 

11:30 ＋ ー ー ＋ ＋ ＋ ー ＋ ー 

11:40 ＋ ＋ ー ＋ ー ー ー ＋ ー 

11:50 ー ー ー ー ー ー ー ＋ ー 

12:00 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ー 

12:10 ー ＋ ー ー ＋ ー ー ＋ ー 

12:20 ー ー ー ー ー ー ー ＋ ー 

12:30 ー ー ー ー ＋ ー ー ー ー 

12:40 ＋ ＋ ー ー ー ー ー ー ー 

12:50 ＋ ー ＋ ー ー ー ー ー ー 

13:00 ー ー ＋ ー ー ＋ ー ー ー 

13:10 ＋ ー ー ー ー ＋ ー ー ＋ 

13:20 ＋ ー ＋ ー ー ＋ ＋ ー ＋ 

13:30 ー ー ＋ ＋ ー ＋ ー ＋ ＋ 

13:40 ー ー ー ＋ ＋ ＋ ー ＋ ー 

13:50 ＋ ＋ ー ー ー ー ー ＋ ー 

14:00 ー ー ー ー ー ー ー ー ＋ 

14:10 ＋ ー ー ー ー ー ー ＋ ＋ 

14:20 ＋ ー ー ー ー ー ー ＋ ＋ 

14:30 ー ー ー ー ー ＋ ー ＋ ー 

14:40 ー ー ー ー ー ＋ ー ＋ ー 

14:50 ー ＋ ー ー ー ＋ ー ー ー 

15:00 ー ＋ ー ＋ ー ＋ ー ー ＋ 

 

                              

 ９匹のうち６匹のメダカが、実験開始後約１分間ライトのない方に寄って行ったことが確認

できた。このことから、メダカの強光に対する忌避反応は、一個体単位で見られるものである

ことが示唆された。 

 また、実験３までに見られた、正の光走性は、この実験では有意に見られなかった。逆に、

この実験では、全体的にライトのないほうに寄っている時間が多い個体が多かった。つまり、

メダカの光走性は、集団となって初めて見られるものであることが示唆された。 

 ただし、光に対する反応が、個体によって一様ではなく、データ数も少ないため、今回の実

験の結果だけで結論を下すことはできない。 

       

３．まとめ 
メダカを 12 匹同じ水槽に入れて行った実験では、メダカはライトのあるほうに寄ってい

く傾向にあった。ただし、約 30 ㏓の強光に対して、約１分間の忌避反応を見せた。この反

応は、メダカを１匹だけ水槽に入れて行った実験でも同様に見られたため、一個体単位で成
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立することが示唆された。明順応などのはたらきに関係がある可能性がある。 

 一方、メダカを 12 匹同じ水槽に入れて行った実験で顕著に見られた正の光走性は、メ

ダカを１匹だけ水槽に入れて行った実験で見られなくなった。つまり、メダカが光走性を示

す理由の一つとして、成群説に従うことが確認された。 

また、光量が大きいライトを用いた方が、光量が小さいライトを用いた時よりも、メダカ

がライトに寄っている時間は長かった。このことから、メダカの光走性は、光量によって変

化する可能性があると考えられる。ただし、今回の実験と分析時の定義によって、メダカが

ライトに寄っている時間の差は約２分と算出されたが、光量が大きいライトを用いたときに、

ライトの方にいるメダカが 50 ％を下回った後、グラフ上はまだメダカが光に寄っていく傾

向が見られ続けたことから、分析時の定義が適切でなかった可能性がある。 

 今後の展望として、メダカが光に誘引される時間と、光量との関係に相関が見られるか調

べるために、光量の条件を増やしていく。つまり、より強い光を用いた場合に、メダカがよ

り長い時間光を避け、その後より長い時間光に誘引されるか調べる。 
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